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太 陽 光 発 電 の 発 電 量 が 低 下している？効 率 的 に運 用するた め の 知 識とテクニックをご紹
介 。「太 陽 光 発 電 の発 電 量 が 低 下している」とお悩 みではないでしょうか。発 電 量 低 下 の原
因は様々ですが、主に経年劣化やガラスの破損などが挙 げられます。
ということで今 回 は、太 陽 光 発 電 の発 電 量 が 低 下している原 因や、効 率 的 に運 用するため
の知識やテクニックについてご紹介いたします。

太 陽 光 発 電 の 発 電 量 が 低 下 し て い る ？

効 率 的 に 運 用 す る た め の 知 識 と テ ク ニ ッ ク を ご 紹 介



0 3

太 陽 光 発 電 の 発 電 量 が 低 下 し て し ま う 原 因 と は ？

ここでは太陽光発電の発電量が低下してしまう原因についてご紹介いたします。

原因�.経年劣化

精密機械でもある太陽光発電システムは、時間の流 れと共に劣化します。これを「経年劣化」と呼びます。この劣化

する早さはメーカーごとに異 なり、� 年で� . � ％ 未 満 のパ ネ ル が ある一 方 、� ％ を超えるパ ネ ルもあります。また、

パネルの素材によっても経年劣化の度合いは異なります。

劣 化 率 が 低 い パ ネ ルでも、� � 年 ほど経 過した時 に発 電 量 が 下 がることもあり、気 がついたらパ ネ ル の 耐 久 性 に

限 界 がきていた…という事 例 もあります。特 に日 本 の 気 候 は 移り変 わりが 激しいため 、梅 雨や猛 暑 、大 雪 等 に対

応していくのが難しいようです。

原因�.ガラスによる破損

パ ネルのガラス破 損 も原 因 の�つに数えられます。主 に強 風や台 風で物 が 飛んできてぶつかり破 損する事 例 が 多

いようです。自 然 災 害 補 償 が適 用された太 陽 光 発 電であ れ ば問 題ありませんが、保 証 適 用 外となる場 合 は自 己 負

担になるため注意が必要です。あらかじめ災害保険等に加入しているかどうか確認しておきましょう。

また、屋 根 上や地 面 に設 置されている太 陽 光 発 電 のパ ネルは、カラスなどの鳥 が 石やゴルフボールをわざと落と

すため、パネルが破損することがあります。

原因�.パネル表面の汚 れ

パ ネル の 表 面 は 汚 れやすい 環 境 にあります。黄 砂や鳥 のフン、枯 れ 葉 等でガラスの 表 面 が 汚 れると、発 電 効 率 は

大きく低下します。
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原因�.高温

太陽光発電はその特性上、高温に弱い性質 があります。特に猛暑日 が続く�月は発電効率 が低下しやすく、春先の

発 電 量 は上 がります。発 電 効 率 が 最 も良 いのはパ ネルの温 度 が � � ℃ 程 度で、� ℃ 上 昇するごとに� . � ％ ほど発 電

量が低下するといわれています。

気 温 が� � ℃ 異 常 になるとパネル内 部 の温 度 は� � ～ � � ℃まで上 がってしまうため、真 夏 は発 電 効 率 があまり良く

ない傾向にあります。

原因�.電圧上昇抑制

発 電 量 が 多くても、パワーコンディショナーで発 電 が 制 御されていると発 電 効 率 は一 気 に低 下します。これ は「電

圧 上 昇 抑 制」と呼 ばれ 、この現 象 が 起きている時 にはモニターにその旨 が 表 示されたり、パワーコンディショナー

の制御ランプが点灯したりします。

対策�.定期的なメンテナンスを行う

セルを構 成している素 材である「シリコン」は 性 質 上 劣 化しにくく、� � ～ � � 年 は 使 用 可 能であるとい われていま

す。しかし、その他 の部 分 はもっと早くにメンテナンスが必 要となるでしょう。パネルを設 置している架 台やパワー

コンディショナー、電力網等のメンテナンスが早期に必要となります。

定期的に専門業者へ点検を依頼しましょう。

原因�.パネルのセルの故障

パ ネルのセル が 割 れる、セルを結んでいる線 が 切 れると発 電 効 率 は下 がります。� 枚 のパ ネルは複 数 のセル が 集

合してできており、それぞれのセル が 発 電を行っています。このセルを結ぶ 線 が �つでも断 線していると、つながっ

ているセルの全ての電気が運 ばれない状態になってしまいます。

専門業者による定期的な点検が必要となる部分です。

発 電 量 を 低 下 さ せ な い 対 策 方 法



0 5

対策�.モニタリングを欠かさない

発 電 量 のモニタリングで太 陽 光 発 電システムの動きを把 握しておくことも大 切です。パ ネル だけではなく、パワー

コンディショナーや接続箱の状態もチェックし、発電量の変化を目で確認しておきましょう。

システムの仕組みを把握しておくと、モニタリングにも役立ちます。

対策�.パネルの掃除をこまめに行う

パ ネルに付 着した汚 れは専 門 の高 圧 洗 浄 機で落とせます。屋 根 に上 がって掃 除をするのは危 険 が 伴うため、必ず

専門業者に依頼しましょう。

また、地 面 に設 置されている産 業 用 太 陽 光 発 電 の 周 辺 は 雑 草 が 生 い 茂り、天 敵 から身 を守りやすいことや、木 の

実や虫 などの 食 に困らないため 鳥 の 住 処 になりやすくなっています。フェンス が ある場 合 はさらに住 みやすい 環

境になり危険です。

こちらは草刈りや除草で対処できますので、パネルの掃除と一緒に頼んでおくと手間が省 けます。

太 陽 光 発 電 のメンテナンスは、定 期 的 なパネルの点 検 だけではなく発 電 量 のモニタリング等でも動きを把 握して

おくことが 大 切です。さらに、太 陽 光 パ ネル だけでは なくパワーコンディショナーや接 続 箱 の 状 態 も点 検しておく

といいでしょう。

特にパワーコンディショナーは故障しやすく、それがパネルに大きく影響を及 ぼすことがあります。パワーコンディ

ショナーは常 に電 気を変 換するため熱を持っています。その熱 が原 因で他と比 べても寿 命 が短くなっているため、

注意が必要です。

状 態 に異 常を確 認したら、必ず販 売 店 に連 絡して対 応を依 頼しましょう。絶 対 にご自 身で解 決しようとはしないで

下さい。

日 頃 のメンテナンスはもちろんですが、発 電 量 のモ ニタリングやシステムの 仕 組 みも把 握しておくようにすると、

発電量の低下を未然に予防できます。

常 日 頃 か ら 意 識 し た い 太 陽 光 発 電 の 「 状 態 」 に つ い て



太陽光発電O＆Mの目的とは？

O＆MとはO p e rat i o n（オペレーション）＆M a i n te n a n ce（メンテナンス）の略で、太 陽 光 発 電システムの設 置 後

にその運 用と保 守を行うことを意 味します。太 陽 光 発 電システムそのものは� � 年 以 上 の耐 用 年 数を持ちますが、

長 い 期 間 の間 に故 障や破 損といったトラブル は必ず起こります。さらに、経 年 劣 化 による故 障 だけではなく、いた

ずらや台風等の天災による故障もあり得ます。

故 障すれ ばその期 間 の発 電 量 は低 下し、最 悪 の場 合 は火 災や漏 電 等を引き起こす可 能 性もあります。それらを予

防するため の 点 検や発 生 後 の 被 害 を最 小 限 に抑える、安 心と安 全 を前 提とした長 期 的 な安 定 稼 働 をサポートす

るのが、太陽光発電O＆Mの最大の目的です。

なぜO＆Mが必要なの？

太 陽 光 発 電システムは 政 府 の 後 押しもあってどんどんと増 加していきました 。その 増 加 に伴 い 、太 陽 光 発 電 設 備

に関 連したトラブルも増 加 。場 合 によっては近 隣 の家 屋 等 にも被 害 が 出てしまう可 能 性 があるため、経 済 産 業 省

では太陽光発電O＆Mの義務化をすることを目的として改正FIT法が����年�月�日に施行されました。

改 正 前 は設 備 を設 置した時 点で安 全 基 準 をクリアしていることが 条 件でしたが、改 正 F I T 法では「太 陽 光 発 電 事

業として、適切な保守管理・維持管理を行うこと」が明記され、違反した場合は改善命令や認定取消の処分 が下さ

れることもあります。太陽光発電設備を持っている方にとって、O＆Mはなくてはならない存在となったのです。
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太 陽 光 発 電 の 発 電 量 の 低 下 が 気 に な っ た ら

専 門 業 者 の O ＆ M に 加 入 し て お こ う

太陽光発電の発電量の低下 が気になるのであ れ ば、専門業者のO&Mに加入することをおすすめいたします。ここ

ではO&Mの目的や必要性などについてご紹介いたします。



�.Operation（オペレーション）

オペレーションは 監 視と復 旧 対 応 の �つが 主 な内 容です。「 監 視 」とは、遠 隔 監 視システムを利 用して発 電 状 況 を

確認して記録したり、故障や損傷等の不具合を検知した際にアラートを出す業務です。

復旧対応は、アラート発生時に現地に駆 け付 け部品の交換や機器の調整等の復旧作業を行う業務です。

�.Maintenance（メンテナンス）

太陽光発電システムのメンテナンスは、点検と管理 が主な内容となります。点検とは、機材の劣化や損傷 がないか

をチェックする業 務です。業 務 内 容 については日 本 電 機 工 業 会と太 陽 光 発 電 協 会 がガイドラインを提 供していま

す。

管理とは、発電量の減少となる太陽光パネルの汚 れや雑草対策等の業務です。

また、サービスによっては 損 害 保 険や売 電 保 証 等 を提 供しているものもあります。しかし、全てのサービスでこれ

ら全てを提供しているわ けではありません。また、その内容や範囲も様々です。
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O ＆ M は 具 体 的 に ど ん な こ と を す る の ？

太陽光発電のO＆Mがどんな内容なのか、具体的に解説していきます。
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ま と め ： 発 電 量 の 低 下 は 「 点 検 」 や

「 専 門 業 者 へ の 依 頼 」 で 解 決 で き ま す

太 陽 光 発 電システムにとってO＆M はまさに「なくてはならない」存 在です。一 時 期「メンテナンスフリー」という言

葉 だけが 一 人 歩きしました が、長 期 に渡って使 用する設 備である以 上 、必 ず点 検やメンテナンス は 必 要となりま

す。

長く運 用すれ ばするほど、発 電 量 の低 下や故 障、経 年 劣 化 は免 れません。気になったら必ず、専 門 業 者に点 検や修

理を依頼しましょう。

太 陽 光 発 電システムは�度 導入したら付き合いの長い設備です。ぜひ、専門業 者の知 識や技 術を借りながら、効率

良い運用を心が けていくと、電気代の節約や初期コストの回収が早く済みます。



運 営 会 社 概 要

会 社 名

所 在 地

5 , 0 0 0 万 円 （ グ ル ー プ 全 体  1 5 , 5 1 0 万 円 ）

平 日 （ 月 ～ 金 ） 9 : 0 0～ 1 8 : 0 0  

代 表 取 締 役 　 石 橋  大 右

 フ リ ー ダ イ ヤ ル ： 0 1 2 0 - 4 0 9 - 5 2 2  /  0 5 0 - 3 1 7 6 - 2 1 2 2

家 庭 用 ・ 産 業 用 　 電 気 設 備 の 販 売 施 工事 業 案 内

営 業 時 間

T E L

支 店

京 都 府 京 丹 後 市

一 級 電 気 工 事 施 工 管 理 技 士  /  一 級 土 木 施 工 管 理 技 士  /  一 級 建 築 士  /  宅 地 建 物 取 引 士
第 一 種 電 気 工 事 士  /  第 二 種 電 気 工 事 士  /  認 定 電 気 工 事 従 事 者 取 得
P V マ ス タ ー 保 守 点 検 技 術 者 認 定 技 術 者  /  第 三 種 冷 凍 機 責 任 者  /  危 険 物 取 り 扱 い  乙 四 種

・特定建設業 許可（特 -��）第 ������ 号
・大阪府知事登録電気工事業第 ����-����
・電気工事工業協同組合加盟
・建設工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・屋根工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・鋼構造物工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・大工工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・宅地建物取引業者 大阪府知事 （�) 第 ����� 号
・タイル・れんが・ブロック工事業 大阪府知事
   許可（特 -�) 第 ������ 号

・電気工事業 大阪府知事許可（特 -�) 第 ������ 号

・管工事業 大阪府知事 
   許可（特 -�）第 ������ 号

・ISO ����：����
・ISO �����：����
・SDGs：�,�,��,��,��
・レジリエンス認証 認証登録番号：��������
・再エネ ��� 宣言 RE ACTION　参加
・OSAKA ゼロカーボンファウンデーション
・健康経営優良法人　����
・古物商 機械工具類 第 �����R������ 号
・ホワイト企業認定「ゴールド」����

物 流 セ ン タ ー

保 有 資 格

み ず ほ 銀 行 、 三 井 住 友 銀 行

h t t p s : / / w a j o - h o l d i n g s . j p /

許 可 ・ 登 録

公 式 サ イ ト

取 引 金 融 機 関

代 表 者

資 本 金

設 立

株 式 会 社 和 上 ホ ー ル デ ィ ン グ ス （ 帝 国 デ ー タ バ ン ク  企 業 コ ー ド  5 8 2 5 6 0 4 1 0 ）

1 9 9 3 年 7 月

大 阪 本 社
〒 5 3 0 - 0 0 0 2   大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地  1 - 1 3 - 2 2  W e W o r k  御 堂 筋 フ ロ ン テ ィ ア  7 F

C h e c k !▶

東 京 支 店  〒 1 7 1 - 0 0 2 1  東 京 都 豊 島 区 西 池 袋 1 - 1 1 - 1  W e W o r k  メトロポリタンプラザビル 1 4 F

東 北 支 店〒 9 6 3 - 8 8 1 8  福 島 県 郡 山 市 十 貫 河 原 5 3 - 2


